
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

たんぽぽ組（3 歳児） 

 

今年度の３歳児たんぽぽ組の年間のテーマは「ステップ」です。小

さなステップを積み重ねることで自信や達成感を感じ、次のステップに

自ら踏み出す勇気や自己効力感を育んでほしいとの思いで、楽しみなが

ら挑戦できる忍者の世界観を保育に取り入れてきました。 

毎月忍者から届く手裏剣や忍者に関する絵本、巻物は年間で 30 本届

きました。好奇心旺盛な今年のたんぽぽ組の子ども達は、忍者修行とい

う名で床に貼ったでテープの上の１本渡りや鉄棒に取り組む中で運動会

での健康体操に繋がったり、クラス遠足では今まで集めていた手裏剣が

盗まれてしまい、みんなで協力して手裏剣を取り戻す等など、忍者をテ

ーマにすることでドキドキするけれどやってみようのワンステップを踏

み出す勇気を与えて貰えたような場面が多く見られました。また、手乗

りサイズの忍者を捕まえるという内容の絵本“てのりにんじゃ”を取り

入れた際には、保育者が製作した手乗り忍者を子ども達には内緒で保護

者の方にお渡しし、トラップをご家庭で考え捕獲をお願いすると、全て

のご家庭に手乗り忍者が来た事でクラス全体で楽しむことができまし

た。このような活動をする中で、園だけの活動にとどまらず家庭とも連

携できたことが何よりも有難く感じる 1年間でした。 

乳児組での経験や運動機能が発達してきたことで３歳児は“やってみ

たい・挑戦してみたい”“周りの友達や保育者の力になりたい”という気

持ちが大きくなる時期でもあります。そういった気持ちを日々の保育や

行事の中で失敗と成功を繰り返しながら育むことで“自分ならできる”

という自己効力感に繋がるように関わってきました。今後も、子ども達

の小さなワンステップを援助・見守りながら成長を喜び、子ども・ご家

庭・保育園での繋がりを大切にワクワク・ドキドキを計画していきます！ 

 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の４歳児クラスは、クラス担任が変わったので、遊びなどを通して子ども達との信頼

関係を少しずつ築いていくことを心掛けてきました。そして、子ども達との関わりで難しく感

じたのは、身の回りのことを身に付け、習慣化することでした。日々、着替えの仕方、食事の

仕方、話を聞く時の姿勢などを伝えてきました。伝えてもなかなか身に付かない、その時でき

ていても少しすると忘れるという姿も見られました。その為、日々伝えては定期的に確認する

ということを繰り返し行っていくなかで、少しずつではありますが、身の回りのことが身に付

き「立って着替えるよ」「お茶碗は持って食べるんだよ」と友達同士で声を掛ける姿も見られる

ようになりました。 

また、子ども達に馴染みのあるアニメキャラクターで、謎解きの要素を取り入れていけるよ

うに絵本『おしりたんてい』を年間を通して保育に取り入れてきました。運動会やクラス遠足

などの行事の時や日々の生活の中で登場人物“おしりたんてい”や“怪盗U”から手紙が届き

ました。特に夏野菜を栽培している時や干し芋などの乾物を作っている時に「怪盗U が来ない

かな？」などと話し、ドキドキ、ワクワクする子ども達。手紙が届くたびに、その存在を身近

に感じるようになりました。届く手紙には友達と協力することや相手を思いやることの大切さ

を意識できる内容にすることで、クラスとして少しずつまとまっていくよう促してきました。 

身の回りのことを少しずつ身に付け、少しずつ心も体も大きくなってきた子ども達の姿を見

ると、来年度もドキドキ、ワクワクする日々を送る中で大きく成長していく姿が想像でき、今

から楽しみです。 

 

すみれ組（4歳児） 

衣服の着脱 

紐を結ぶ練習 

汚れ物を入れたビニール

袋を自分で結べるように

なったよ！ 

食具の持ち方の

練習 

おしりたんていから 

メッセージが届いた！ 

怪盗Uからの 

手紙だ！ 

上手にお箸を持てる

ようになったでしょ！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひまわり組（5 歳児） 

今年度のひまわり組は、「世界」をテーマとし保育を進めてきました。今年度はパリオリンピックもあること

から日本だけでなく、色々な国を知り興味関心を広げて、心も体も大きく成長して欲しいという思いからこのテ

ーマにしました。 

４月は春の象徴である桜の季節。園周辺の桜の観察をすると、品種によって咲く時期や場所も少しずつ違いが

あることがわかり、各地域の桜を調べました。そこから視野を広げ都道府県名や各地の有名な食べ物や名所など

をクラス活動の中で調べたり、保護者の方のご協力も得ながら家庭で調べてきたことをクラスで発表しました。

知らないことをみんなで共有しながら「行ってみたいね」「知らなかった」と日本各地を観光している気分を味

わいながら知識も深まってきました。５月からは各大陸に焦点を当て、国の名前や国旗だけでなく各国の「あり

がとう」という意味の言葉を調べることにしました。国旗や世界地図の絵本を見て楽しんだり、保育室に用意し

た地球儀を回して指で止め、その国にはどのような物があるのか調べるなど、楽しみながら少しずつ世界への興

味が広がってきました。またクリスマスの時期になると、様々な国を知る中で、戦争をしている国、貧しい生活

を強いられている人達がいることを知ると、自分達にできる事や争いが一切ない世界になるためにはどうした

らいいかという話になりました。更に話し合っていくと、各国の言葉のありがとうを調べてきたこともあり、子

ども達から「（世界の）、みんながありがとうの気持ちを持っていたら喧嘩をしないと思う」という意見が挙がり

ました。そこから自分達が率先して感謝の気持ちを伝えたり、思いやりとはどういうことかクラスで話し合い、

クリスマスの聖劇では、イエス様がお生れになったイスラエルで使われるヘブライ語で『ありがとうございま

す』という意味がある『トダラバ』を代表の博士の名前にし、子ども達の平和を願う思いをお捧げました。また、

1月はユニセフハウスを訪問し、世界の子ども達の話を聞き、集まった募金で賄われている栄養食を見たり、毎

日川の水を汲みに行く子ども達が運ぶ水の入った水瓶を持つ体験をしたりし、世界には大変な思いをして生活

をしていることも知りました。 

この１年を通して知らなかった日本の良さ、世界の良さ、世界で起きている問題にも目を向けることで、改め

て自分達の生活が恵まれている事に気付いたと思います。子ども達には、今年度経験したことを忘れずに新たな

道を歩み、一人一人が世界に大きく羽ばたいて欲しいです。             

毎月国旗を描いてたくさんのありがとうを集めました 

夏はオリンピックもあったので模造

紙と絵の具を使って 

フランスの国旗を大きく作りました 

4 月は桜を中心に、日本のこ

とを調べて自分達の住む日本

を知る機会にしました 

皆で花見をしながらの

給食はいつもとは違う

特別感も味わいました 

わくわくでぃは、アフリカをテーマに皆で力を合わせて

一日楽しいだけでなく、時には助け合いながら頑張り、

皆で頑張れば何でもできるという自信になりました 

皆で次に繋がるヒントを集めました 

愛星保育園を代表して

『とだらば』博士が世界の

平和を祈る気持ちを 

お捧げしました 


